
◆ 全力疾走、マラソン大会 ◆ ◆沖縄へ行ってきました! 修学旅行! ◆

１月21日(火)、寒さが和らいだ小春日和の中、

校内マラソン大会がなぎの里町民グラウンド周辺 1月29日～1月31日、２泊３日の日程で、沖

で実施されました。男子は９㎞、女子は６㎞のコ 縄本島への修学旅行を実施しました。天候は、あ

ースを１・２年生が駆け抜け、男子は下村佳生く いにくの曇りで気温の低い日が続いてしまいまし

ん(2-1)、女子は山本実那さん(1-1)が優勝しま たが、和歌山とは異なる沖縄の歴史・文化・自然

した。ハイペース に触れることができました。１学年198名の生徒

な展開の中、真剣 たちは、１日目に平和学習、２日目にクラス別で

な表情で走る生徒 マリン体験、３日目にはグループ別に考えたタク

の皆さんは、怪我 シープランでの自主研修を行いました。生徒たち

や事故もなく全力 にとっては、普段できない貴重な体験をすること

で走りきり、ゴール後の安心した笑顔は、とても ができ、思い出に残る修学旅行になったことだろ

爽やかでした。 （保健体育科） うと思います。

（１学年修学旅行団・田中）

◆ 母校訪問 ◆ ◎生徒感想文

◎ 箕島中学校訪問 沖縄では和歌山とはまた違う文化や環境を楽し

～昨年は聞く側、今年は話す側～ むことができました。平和学習では、実際に沖縄

1月10日（金）母校箕島中学校を訪問しまいた。 戦を体験した人の話をＤＶＤで聞くことができ、

説明会には、あいにく知っている3年生が少なか 戦争がどれほど恐ろしい出来事かを再認識しまし

ったのでうまく話せるか心配でしたが、自分なり た。私たちは戦争に巻き込まれることなく、平和

には言いたいことを伝えられたと思います。もう な生活を送ることができています。だからこそ、

少しうまく 沖縄で起こったことを後世に伝えていくことが大

耐久高校の 切だと思いました。

魅力を伝え

られたらと

心残りもあ

りますが、

人前で話す

という貴重

な体験となりました。またこのような機会があれ

ばやってみたいと思います。（参加生徒の感想から）
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